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A-IIO 北上山系の一山村における婦ﾒ，の栄養水準と血液桂状値。）検討（第Z報

　　　　　　一血初劃継と摂取栄養素量と・㈲連に）い７－

　　　　　　岩子県立貳岡短丈　ｏ斎藤　訃森　成　弘ｲ放田裕芙子

　目的前作仙いマまべた栄養水準にひき続き摂取栄養素番と血湾値との㈲息とみる目

的了分斬調査と行った。びあ血圧測定7"最高l^ひ。。吻以上または最低9佩'm噌以上の渚

が3Z.?μもあ¬）だのTim.圧と摂取栄養素量およひ･血飛値とのIf!係も併せ了検討した。ﾑｽ下

その結果と輸告する。

　方法　対象者は第l報に同じ。採血は栄養調査回牧日(昭和S2年S月5 ■SB ）の昼食

前空腹時に肘静脈より行-）だ。血液の測定は，ヘモグロビン（Hb) ，ヘマトクリット俐t）

る／CT比，血漓鉄。血漓たん白，コレステローjレ(Chol).トリ^-リヤライドf丁今）（ﾌ）

7項目にっ丿了行った。摂取栄養素量と血液値との圈係り

以下, Ht3G.0% 以下，血漬鉄卯。g／d｛以下の基準を設定レ一項目でも基準以下の血

喫植が’あ⊃だ渚を貧血者（牝似）とみなレ非貪血渚どの比較を行った。また。血ELと

血液値・摂取栄養素量と,ｱ）関係り

上を高血圧者とみなレ正常血圧名と。比較色試'みた。

　結果血液の分昨値は, Hbl2.71 l匈／d} . y＼t3.^2.石見へ／叫!:1.410乱血清鉄

鮮｡μ30.4昭/d I血清たん白l. 2i 0.̂ 助＼, Cho川67.5:I33.O吋/<il,TQ一気にQ3.＼。?／di £

示I t'i。こKS'の平均血迦直はほぼ正常の範囲内にあった。つき’゛に貧血・非貧血者別Kit

較し了みると. 血液値7-はT (T7-･貧血か砂ない傾向かみS" れ, 摂取栄養量x-は特に差
はいヽ⊃だ。血圧別の血液値・t珠栄養弟量をみると. T (XT高M圧者に危険率10^7今

い傾向左示したほカリ塙に差はみs-れなかｰ）r<。また年ｲ愧にっo7も雇討と試みた。

A－111 す手刄生の東^と^'i活

現拳々八家政　O村田輝手　Λ厖港律ﾛ､3-　吹好浅3- 前川落手

　目的　従采，食物専攻の学生,こっいT iμ町;栄養調4:1'%施してきた。今回,ま食物船丈

以外の営住い・えて, か子入生の全匯的り食生活。碩伺ばらびにその問題点,を双えるため

アンケート躊金口こ施しtz.. '学科則に健亀身許ず呪，'^t活状現およびﾝ凱S摂取の傾向
を比較検討しにので報告する。

　方汰調査忖象：洙学家政学帑食物科／吋乱栄湊料お∂名，被服料z卯名，支辨/31

名，計∂70名。ヤ^大･生。調±時期：a3和sZ年u月。　調査壇目:の　健康i抑兄' 健康

の麗A,めまい, 痕れの南無。R　憚体状逞' I
欠食，間食，外食，崔食食今の量。R）食品摂μ節

　秘策　１　健康,こ-，いt は侠調8/ぶ，不調/<f/.て･･，柳昿こは丈科や複服絣生･こ伏調り£

<r)ヵ溥く, 栄養粁t,こ不調t衿えるものヵ少々乃い。い｀し恥本釧だに--7 いてば声れ，め

まい，月繩不･かμ゛糾えるt のIりし脊科もこ少tIく, 丈辨生にラv＼。2　削本状｀μヤｌ

人±<n平均身長/ﾀﾌZε。わ勺体重如,りμ｡･，体重,こ業養柳生と文科・頓服科生りfiに羞が゛

認められtこ。3　食生う釦犬刄84*/. ≪ま3同食で･, Z13食４支科・祉服科むこ多い。食争の
5ii-,二つい1. 東養＼.浄/ とすJ もの,球凍餅転石ふはノ知勿・被服耕1，鰻肩,こ喧さt

あ｀くの･け糾釦こクい｡4･　食応摂取傾向　士食t iて米瀬り a 7.回食^ i i のペドヽ。

岡･ 島り,吋毎日孫取いいるものは凍句り養料±ヵヽご昶χ前後でヽある昿支辨生･ぷ逼/

へ2 回1:.-摂取がケない。irz,リしの妙用の最も多いの･り^糾生ilV. て'^る。毎日野菜

l摂取して，ヽる営111-食物･ 東海斜1印⌒･好μで･あリ，え糖むt3･μと｡低い。




